
１６ 広域交通ネットワークの整備促進 

          提出先 総務省、国土交通省 

【提案項目】 

１ 東京五輪とその先を見据えた幹線道路網の整備と活用 

２ 橋梁・トンネル等道路施設の老朽化・防災対策 

３ 鉄道網の整備促進 

 

【提案内容】 

項目１(1) 東京オリンピック・パラリンピックの開催を受け、「横浜湘南道

路・高速横浜環状南線(圏央道)」、「新東名高速道路」、「厚木秦野道

路」及び「高速横浜環状北線・北西線」の早期整備を図ること。ま

た、新東名高速道路の海老名以東の計画の具体化を図ること。 

(2) 高速道路ネットワークを最大限活用するため、東名高速道路等の

渋滞対策やスマートＩＣの早期整備を図ること。 

(3) インターチェンジや観光地にアクセスする道路など、幹線道路の

整備推進に必要な予算措置を講じること。また、地方創生の拠点と

なる道の駅の整備を促進できるよう、支援の取組を強化すること。 

 

項目２ 道路施設の高齢化への対応や、巨大地震等の大規模災害への備えな

ど、国土の強靭化に向けた取組を推進するため、道路施設の老朽化対

策、防災・減災施策に必要な予算措置を講じること。 

 

項目３(1) リニア中央新幹線については、整備を促進するとともに、神奈川

県駅（橋本）周辺のまちづくりについても、重点的かつ積極的に地

方自治体へ財政支援を講じること。 

(2) 寒川町倉見地区の東海道新幹線新駅や藤沢市村岡地区の東海道線

新駅等の実現を図るため、駅舎整備への地元自治体の負担を軽減す

る制度整備や確実な予算措置を講じること。 

(3)  相鉄いずみ野線の延伸、相模線の複線化、東海道貨物支線の貨客

併用化、小田急多摩線の延伸などの、神奈川の拠点づくりを支える

鉄道整備について、公的支援を拡大すること。 

特に、既存路線の延伸などにより、新たな鉄道ネットワークの形

成に資する事業については、国による助成制度の拡充を図ることや、

新たな支援方策を構築すること。 
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